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A Consideration of Establishing J apanese 
Writing Standards for the Development of a 
J apanese Study Dictionary 
TAKA五ARAMari 
[Abstract] The purpose of this paper is to consider the possibility of establishing 
]apanese writing standards for a ]apanese Study Dictionary. 1 conducted a survey 
looking at the basic policies of ]apanese orthographic information and Kanji and 
Hiragana use in recently published ]apanese dictionaries. As a result， itwas found 
that some words regar・ding]apanese orthographic information are di百erentin the 7 
dictionaries， inwhich the basic policies of ]apanese orthographic information are to 
describe ]apanese writing standards and the use of Kanji and Hir・agana.To describe 
]apanese writing standards， itis necessarγto establish a clear basis， and show that 
clearly to the users. The proper way of establishing ]apanese writing standards is to 
establish“basic ]apanese writing" and “variations of ]apanese writing". 
[Keywords] ]apanese Study Dictionary， ]apanese Dictionary， ]apanese orthographic 
information， ]apanese writing standards 
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略称 辞審名 出版年 収録語数 編者 出版社 2010年改:n需用j車字表
学研新 『学研現代新国語辞典改訂第五版』 2012，12 75，600 金田一春彦他 学研教青出額 準拠
新明解 『新明解国語辞典第七版』 2012，1 約77，500山田忠雄他 ニ省堂 準拠
岩波 『岩波由語辞典第フ版新版』 2011，1 事165，000語尾実他 岩波書庖 準拠
三現毘 『三省堂現代新国語辞典第四版』 2011，2 約74，000市川孝他 三省堂 準拠
新選 『新選国語辞典第九叛ワイド版<2色昂IJ>.s2011，1 90.320 金田一忠勤勉 小学館 準拠
明鏡 『明鏡菌語辞典第二版』 2010，12 申告70，000北原保雄 大修館書居 準拠
現国伊i『現代国語伊l解辞典〔第四版J<ニ色席IJ>~ 2009，6 幸吉69.000小学館辞典編集部 小学館 非準拠
三思 『三省堂国語辞典第六版』 2008.1 事包80，000見坊豪紀他 三省堂 非準拠
旺菌 『旺文社国語辞典[第十版H 2005，10 約82.000松村明他 旺文社 非準拠





























す[)0)中!こ場、とさ「合常れは用る省漢表略字記)表や。jこ一(こ平級で成に言ニ行う二な「表年わ記一れ法一てJ月いと三O、表漢記臼字が内か後閣な数告交あ示じるjり!とこ文依認中拠めにしらおつれけつるそ場漢の合字語にをのは主「、表体そ記とれす法らるのjを表軽示記度しのにた、従(二たっ盤だてζし上、立下か主にな主‘ 表記を普通と新明解 るものの は 鮫 TT'，j.わ併色るものを指
。壁準的 金る蓋 それ程 する。
岩波 {あげ]のたゆ。に、その語の盤き殺し方を不した。ただし、見出しの彼名と全く問じ場合iま省略した。なお、表記形がいくつかある場合は並べて
{ ニ挙]のニし中ま年!しこ、た、一原。部な則改おと正、し繰)てのり常「返本用し員漢符IJ字と号「を例「用々外jいjをに、用ま基いたづるJい場現て合代、も襟仮、準標名的遣準表い的記J表おと記よ考とびえし、らまfれ送したるり仮もの名をの示付しけま方しjた(昭。標和準四的八表年記、内競告示る。昭とき和は五、六f年・平三現包 成 が二つあ・Jで
ヲi 繰 標準表
担も的[σ豊な]田で表島中、記主一に董と般教し呈社て科圭会こ書L織生主体活をで活認であ字めのるでて，目示(よ安し中いたと略となも)思こるのわの書はれ辞き、表る向書よ陽しでう方告『な現と示も代いのうのf考は常標え、照準[方]漢的のを字な中書表に山きj並と-表fし記現してし代方、た仮標J固c名準い遣的ついい書1・るきf送の表りはし仮方名有をの示付「そ常けう用と方し車jたな字もど表のにjでものとあ主づる旨い。た、現代の新選 て をふまえたな (中略)標準
明鏡 標初準的と思われる表記形を見出し語記形のを後じのj[(]にカグ示ロす)。で標列準挙的すなる表記形が複数あるものについては、より一般的と患われる表記形を刃めに7I'し、以下にそれ以外の表記 ナ
ミ莞箇伊iこの辞典では、会そ的の慣語用の度現の行高のい表慣記用の表中記でと、最も標準的と考字主で主示主しゑた標準表記と、それ以外の表記で過去に採られたり現在も用いられたりしている社 を、おおきな活

















く例> いちのとり [ーのx酉) ちひろ(千ム尋)
また、辞書によって、表内字による表記を優先すると明記しているものと、明記してい
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三現密 @ @ @ 
三国 O(並) @ 。(主主)
現国{?IJ 。 。 。
新選 。 @ 。
O)l銭 。 。 。
岩波 曜動 種審 。
学研新 @ @ 。
新号)j解 @ X × 
旺国 唱静 @ × 




















アンパイ (テレ)クサイ タダシ コト1¥
(土星絡
名詞 形容潟 }量絞aiJ 名詞
。 。 。(並) 。(並)
O(並) O(並) 。(並) O(並)
。 。 。 。
。 X 。 。(並)
X 。 。 × 
X × x x 
x × 〈ー x 
× X × × 
× X x X 






















































































イッポウ オヨピ カツ タダシ マタ
三現堕 X 。(並) 。(並) 。(並) 。(並)
三国 注1 O(並) O(並) oc並) oc並)
現菌惇lJ × × × X;主2 。
新選 × X 。(並) 。 。
明鏡 X × × 。 。
学研新 × × × × × 
新明解 × × × X × 
略称
表外字・表外音書1
アルイハ サテ シ力シ シ力モ スナワチ
三現国 。 。 。 。
三国 oc並) oc並) O(並) O(並)
現国伊j 。 。 @ @ 
新選 。 。 。 。
明鏡 × 。 × × 
学研新 × × × × 
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